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梅根悟は日本の戦後教育界において、 卓越した教育史研究者、 教育実践指導者、 大学経営者等と して、 他に類を見ない
多面的な活動をおこなった。 本稿では、 教育史教育という視点から梅根の思想と活動について考察する。 具体的には、 彼
が著した教育史教育のテキストである 『西洋教育史』(初版1952 (昭和27) 、 改訂版1963 (昭和38) ) を取り上げ、 その執
筆経緯や内容を検討したう えで、 彼が大学で実践した教育史教育の様子を紹介するとともに、 教育史教育の意義について
の考えを明らかにする。 その作業を通して最後に、 『西洋教育史』 を今日大学での教育 ・ 研究で用いると した場合の可能
性と して次のこ と を提言する。 すなわち、 『西洋教育史』 の成立と改訂を、 梅根の思想展開や戦後の教育制度と社会状況
との関わり において読み解く作業を通して、 教育の理論と実践の関係、 政治と教育の関係等について考察するための題材 ・ 
資料にするこ とである。 
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1 . はじめに
「梅根の前に梅根なく 、 梅根の後にも梅根なし。」 こ
れは彼の恩師、 篠原助市のこ とばと されるが*' 、 そのこ
とば通り、 梅根は戦後教育において、 他に例を見ない多
面的な活動をおこなった。 梅根は学問研究者と して、 東
京文理大学及び東京教育大学教授、 和光大学学長の在職
期間中、 西洋教育史の卓越した著書論文を多数著すとと
もに、 日本教育学会及び教育史学会会長、 日本学術会議
会員と して教育学研究の指導的役割を果たした。 こう し
た研究活動と同時に、 梅根は教育改革者と して、 戦後、
川口市助役と して地域カリ キュラ ムの編成に携わったの
を皮切り に、 コア ・ カリ キュラ ム連盟(後の日本生活教
育連盟) 共同設立者 (石山脩平、 海後勝雄らと) 、 日教
組 「教育制度検討委員会」 等の委員長と して、 戦後の教
育制度と実践に対して積極的な提言をおこなった。 また、
大学経営においても、 和光大学の初代学長と して、 大学
の教育 ・ 研究の改善に手腕を発揮したことでも知られる。
こう した活動の多面性のゆえに梅根の活動の体系的把
握は容易ではない。 そのこ とが 彼の薫陶を受けた研究
者が数多 く存在するなかで梅根という 人物を研究対象に
するこ とへの抵抗感を別にすれば 、 こ れまで梅根研究
の進展 してこ なかった理由の一つであると考えられる。 
2000年代以降、 日本の戦後教育学を振り返り、 再検討す
る動きがよう やく 本格化しているが2、 梅根に関しては、
中野光と古沢常雄の研究を除けば学術論文は皆無に等し
い ' 3 0
本稿では、 教育史教育という 視点から梅根の思想と活
動について考察する。 具体的には、 彼が著した最初の教
育史教育のテキス ト である 『西洋教育史』 (初版1952 
(昭和27)、 改訂版1963 (昭和38) ) を取り上げ、 その執
筆経緯や内容を検討したう えで、 彼が大学で実践した教
育史教育を紹介すると と もに、 教育史教育の意義につい
ての考えを明らかにしたい。 その作業を通して最後に、
『西洋教育史』 を今日大学での教育 ・ 研究で用いると し
た場合に、 どう いった可能性があるか、 若干の提言をお
こないたい。 
11. 『西洋教育史』 執筆の経緯
第二次世界大戦後の大学改革により、1949 (昭和24) 
年 5 月に 新制大学が発足した。 同年、 教育職員免許法
が制定され、 免許状主義の徹底が求められた。 免許状が
なければ教育職員になるこ とができず、 免許状授与の条
件も厳格に規定された。 原則と して、 一定の教職教養に
関する科日 を修めなければ何人も教育職員になれないこ
とになった。 同年11月、 教育職員免法施行規則が制定さ
れ、 履修基準の細目が提示された。 「教育史」 も教職専
門科目の一つと して位置づけられた。
こう した教育法上の履修基準の設定を背景にして、 い
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く つもの出版社が教職教養の大学講義用テキスト を企画 ・ 
出版していつた。 主なものを挙げると、 誠文堂新光社の
「教職教養シリ ーズ」(1950 (昭和25) 年~ )、 金子書房
の 「教育大学講座」(1950 (昭和25) 年~ )、 岩崎書店の
「教育全書シリ ーズ」(1953 (昭和28) 年~ )、 金子書房
の 「大学教職課程シリーズ」(1953 (昭和28) 年~ ) な
どがある。
梅根の 『西洋教育史』 は、 誠文堂新光社の 「教職教養
シリ ーズ」 に収められている。 本シリ ーズは全16巻から
なり、 『西洋教育史』 はその第8 巻と して刊行された。 
梅根は本書以外に、 同シリ ーズにおいて 『教育方法』、
『中等教育原理』 も単著と して執筆している。 梅根以外
の同 シリ ーズの編著者の顔ぶれを見てみると、 石山修平
編 『教育原理』、 中野佐三編 『教育心理』、 廣岡亮蔵 『教
育課程』、 海後勝雄 『初等教育原理』 など、 東京教育大
学の教員が中心である。
ところで、 誠文堂新光社は1912 (明治45) 年に創業さ
れ、 農業書 ・ 科学書を専門にする出版社であった。1947 
(昭和22) 年に梅根の出世作 『新教育への道』 を教育書
と して初めて出版したが、 それは梅根の茨城師範学校附
属小学校主事時代 (1933 (昭和8) ~ 1936 (昭和11)) の
同僚であっ た小松崎英雄の仲介によ るものであっ た' 4。 
同社はその後、 「教職教養シリ ーズ」 のみならず、 梅根
の関わった雑誌 『カリキュラム』 (1949 (昭和24) ~ 1959 
(昭和34) ) や著書 『中世ドイ ツ都市における公教育制度
の成立過程』(1957 (昭和32) )、 『西洋教育思想史1 ~ 3 』
(1968 (昭和43) ~ 1969 (昭和44)) 等を手がけた。 
m. 研究歴における 『西洋教育史』 の位置
( 1 ) 『西洋教育史』 刊行前後の略歴
梅根は第二次世界大戦の終結を埼玉県川口中学校長
(1941 (昭和16) 年~ ) と して迎えた。 その後、1946 
(昭和21) 年 7 月に埼玉県川口市助役となり、 翌年、 助
役を退職し、 『新教育への道』 を刊行した。 それ以降の
『西洋教育史』 刊行前後の梅根の略歴をまと めると以下
のよ う になる' 5。 
1948 (昭和23) 
1949 (昭和24) 
1951 (昭和26) 
束京文理科大学助教授
コア ・ カリ キュラム連盟の結成に尽力、
副委員長となる
東京教育大学教授となり束京文理科大
学教授を兼ねる
この頃から、 コア ・ カリ キュ ラム運動
の力 をセーブしつつ、 年来心にかけて
きた西洋教育史、 とりわけ政策 ・ 制度
史の研究に労力を向ける
日教組教研集会講師
以降、 日教組の教育研究運動に協力
1952 (昭和27) 『西洋教育史』 (教職教養シリ ーズ) 
刊行
1954 (昭和29) 論文 「中世ドイ ツ都市における公教育
制度の成立過程」 によって、 東京文理
科大学より文学博士の学位授与
1955 (昭和30) 『世界教育史』 刊行
1956 (昭和31) 教育史学会創立、 事務局長となる
1959 (昭和34) 日本学術会議会員に立候補し当選
1960 (昭和35) ソ ビエ ト、 チェ コスロバキアを視察
1962 (昭和37) 束京教育大学学部長
『世界教育史大系』 の構想を実現する
目的で、 世界教育史研究会を組織し、
活動に入る
1963 (昭和38) 『西洋教育史』(新 ・ 教職教養シリ ー
ズ) 刊行
1966 (昭和41) 和光大学創設、 初代学長となる
1968 (昭和43) 『西洋教育思想史1 ~ 3 』 刊行
~ 1969 (昭和44)
1974 (昭和49) 『世界教育史大系』(全40巻) 刊行
~ 1978 (昭和53) 
( 2 ) 教育史研究の時期区分
梅根の教育史研究の変遷は大き く4 期に区分すること
ができる。 梅根は1966 (昭和44) 年に自身の研究歴を次
のよう に振り 返っている' 6。
第 1 期は、 学生時代から東京文理科大学就職 (1948 
(昭和23) ) までの 「新教育思想史研究の時代」 である。 
小倉師範学校学生の時に (1919 (大正 8 ) ~ 1923 (大正
12) ) 、 新教育運動の洗礼を受けた梅根は、 東京高等師範
学校の学生 (1923 (大正12) ~ 1927 (昭和2)) としてル
ソ一研究を行う。 岡山師範学校の教師時代(1927 (昭和
2 ) ~ 1930 (昭和 5 ) ) に新教育運動に積極的な関心を示
し、 東京文理科大学の学生時代(1930 (昭和 5 ) ~ 1933 
(昭和 8 ) ) にルソ一研究の深化と新教育思想の発展史の
研究を進める。 その後の学校遍歴 (茨城師範学校附属小
学校、 埼玉師範学校附属小学校、 埼玉県立本庄中学校長、
埼玉県川口中学校長 (1933 (昭和8 ) ~ 1946 (昭和21) ) 
を経て、 大戦後、 新教育運動の推進とその思想史的研究
を行う。 この時期の代表的著作と して、 『新教育への道』
(1947 (昭和22))、『カリキュラム改造』(1949 (昭和24))、
『ヒューマニズムの教育思想』(1949 (昭和24) ) がある。
第 2 期は東京文理科大学就職以降、 「欧米の近代的教
育制度の発展史を日本の教育制度の近代化の示唆とする
ためにという問題意識に促されて研究」 する時期である。 
戦後の教育制度改革 (六三制の誕生、 教育委員会の発足、
教育基本法の制定) を守り育てるために、 こう した近代
教育制度の欧米における発達の歴史を明らかにするこ と
を日指した。 この時期の代表的著作は、 『西洋教育概説』
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(1950 (昭和25) ) 、 学位論文 「中世ドイ ツ都市における
公教育制度の成立過程」 (1954 (昭和29) ) を挙げること
ができる。
第 3 期は、1951 (昭和26) 頃からのいわゆる 「逆コー
ス」 以降の 「日本の教育政策を批判する立場で書かれた
比較教育史」 の時期である。 梅根はこの時期、 保守的反
動的な教育政策と、 それに対する反体制的教育運動のレ
ジス タ ンスの歴史を近代国家に共通なものと して、 と ら
えよう とする。 第1 期、 第2 期の発達史的な比較教育史
から、 政策批判的な比較教育史へと転換していつた時期
である。 代表的著作と して 『世界教育史』(1963 (昭和
38) ) がある。
そして第4 期は、 『世界教育史』 刊行以降の時期であ
る。 梅根は第3 期の思想を推し進め、 米 ・ 英 ・ 仏 ・ 独な
どゲルマン系の強国群 (客体) を、 歴史の主体が立ち向
かう 統一体と してと らえ、 それを批判の対象とする。 歴
史の主体を世界の革新勢力 (いまだ統一的主体を形成し
ていないが) に求め、 従来の 「欧米中心の世界」 観を批
判 し、 「アジア、 アフリ カ」 との連帯を志向 し、 しかも
それがアジア、 アフリ カや 「欧米」 諸国の平和を求める
人々との新しい連帯につながるよう な教育史と して日本
人と しての 「世界教育史」 を構想する'7。 代表的著作は、
梅根が企画 ・ 編集の責任者を務めた 『世界教育史大系』
(全40巻) (1974 (昭和49) ~ 1978 (昭和53)) である。
以上のよう に梅根の教育史研究を4 期に区分するとす
れば、 『西洋教育史』 の初版(1952 (昭和27) ) は、 第1 
期と第2 期の特徴を併せ持つた著作である。 そして改訂
版 (1963 (昭和38) ) は、 『世界教育史』 と同年に出版さ
れたものであり、 第3 期の問題関心から初版を大幅に加
筆 ・ 修正した著作と言える。 次節では初版と改訂版の内
容を比較してみたい。 
IV. 『西洋教育史』 初版と改訂版の比較
( 1 ) 課題
一般的な教職教養のテキス ト にあり がちな基礎知識の
紹介にと どまらず、 『西洋教育史』 では初版も改訂版も、
日本の教育現実と結び付いた明確な課題意識に貫かれて
いる。 しかし、 その課題意識は大き く 異なる。
初版では、 執筆の意図が次のよう に説明さ れている。 
「西洋の教育史を、 今日わが国で、 推進されつつあ
る ? 三制と呼ばれる新しい公教育制度や、
その内実をなすいわゆる 「新教育」 なるものが、 そ
の母体と考えられている西洋社会で、 どのよう な経
過をたどって、 発達してきたものであろう か、 とい
う こ と を主な着眼点にして簡明にのべてみよう とす
るのがこの書の意図である。」8 (下線筆者) 
つまり、 近代西洋における誕生から戦後の日本にいたる
教育の展開を、 「発達」 という 視点から把握しよう とす
るものである。 いわば、 発達史と しての教育史である。
一方、 改訂版では、 本書の課題が次のよう に書かれて
いる。 
「 ・ ・ ・ 一六世紀以来四百年にわたって世界中を支
配し、 あるいはリ ー ド してきた西 ヨ ーロ ッパのゲル
マ ン系国家の指導権は、 今やそれらの国ぐにの出店
であったアメ リ カ合衆国を先頭におし立てて、 依然
と して世界の、 少なく と も半分をリ ード していると
いつていい。 このゲルマ ン系諸国家による四百年に
わたる世界支配の歴史の一側面と しての教育史をし
らべてみるのが、 本書の主要な課題である。」9 
ここでは、 教育史の展開を楽観的に 「発達」 と して見る
のではな く 、 ヨーロ ッパの 「ゲルマ ン系諸国家」 によ る
教育上の 「支配」 がどのよう な性格のものであり、 どの
よう な問題をはらんで今日にいたっているものであるか
を明らかにする。 いわば、 問題史と しての教育史である。 
( 2 ) 対象国と時期
本書で取り上げられる国は、 初版では、 「今日世界の
文化や教育の上で支配的な影響力を持って」 おり、 「今
日のよう な教育制度や教育実践を築き上げ」 てきたゲル
マ ン諸民族 (英 ・ 米 ・ 仏 ・ 独) の教育が中心である'°。 
改訂版では、 「世界の国 ぐにが、 よかれ、 あしかれ、 影
響を受けてきた」 ゲルマン系諸国家(英 ・ 仏 ・ 独 ・ 米) 
の教育が中心に取り上げられる' '。 主な対象国はどちら
も英 ・ 仏 ・ 独 ・ 米の4 カ国であるが、 それらの修飾語に、
上記の課題意識の違いを読み取るこ とができる。
本書が対象とする時期は、 初版では、 カール大帝の時
代から新教育運動期まで (1940年代まで) である。 改訂
版では、 ゲルマン諸王の文教政策から米ソ二大陣営の対
立期まで (1950年代末) という よう に幾分拡大されてい
る。 
( 3 ) 内容構成
本書の内容は、 初版、 改訂版と もに、 第一に 「教育の
制度や実際の歴史」 であり 、 それとの関連において 「思
想」 にふれるという かたちになっている。 つまり 、 制度
史と実践史が中心で、 思想史が補足的に論じられる。
ただし、 課題意識の変化を反映して、 改訂版では大幅
な加筆修正がなさ れている。 それにより 、 「 と にかく 改
版は、 ほと んど全面的な書き直しとなり、 旧版の文章が
ほぼそのまま温存 されている頁はほと んどないという 結
果になった。」'2
そのことは実際に章構成を比較してみるとよ く わかる。 
梅根悟と教育史教育
表1 『西洋教育史』 初版(1952年) の章構成
はしがき
第 1 章 カール大帝
第 2 章 中世都市
第 3 章 ルネ ッサ ンス
第 4 章 宗教改革
第 1 節 ルーデル派の改革
第 2 節 カルヴアン派の改革
第 3 節 カ ト リ ック諸国の教育
第 5 章 絶対主義と市民革命
第 1 節 貴族教育と庶民教育
第 2 節 民主的国民教育制度の構想
第 3 節 近代教育学の礎石
第 6 章 産業革命
第 1 節 産業革命と教育問題
第 2 節 義務教育制度
第 3 節 教育学の発達
第 7 章 現代社会
第 1 節 統一学校問題
第 2 節 中等教育の拡大
第 3 節 新教育運動
年表
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表 2 『西洋教育史』 改訂版(1963年) の章構成
はしがき
第 1 章 ゲルマン諸王の文教政策
第 2 章 中世都市の発達と教育
第3 章 絶対主義国家の教育
第 1 節 絶対君主と ヒ ューマニズム
第 2 節 宗教改革と義務教育制度
第3 節 「教授学者」 の活動
第 4 節 プロイセン王国の教育政策
第 5 節 慈善学校運動
第4 章 市民革命と民衆教育
第 1 節 紳士教育論から民衆教育論へ
第 2 節 アメ リ カ合衆国の独立と民衆教育
第 3 節 フラ ンス革命議会における教育改革論と
ナポレオン学制
第 4 節 プロイセン改革と教育
第 5節 「教育学」 の時代
第 5 章 産業革命と公教育制度
第 1 節 産業革命期の教育問題
第 2 節 イギリ スにおける年少労働問題と義務教
育制度
第 3 節 アメ リ カにおける産業革命と公教育制度
第 4 節 フラ ンスにおける公教育政策の推移
第 5 節 プロイ センにおける公教育政策の推移
第 6 章 帝国主義諸国の教育政策と教育運動
第 1 節 帝国主義と科学 ・ 技術教育政策
第 2 節 社会政策と教育
第 3 節 中等教育の拡大
第4 節 新教育運動
第 7 章 社会主義政権の成立と教育改革
第 1 節 社会主義政権と統一学校
第 2 節 社会主義と統一 学校
第 8 章 フ ァシズムと教育
第 1 節 ナチスの教育政策
第 2 節 イ タ リ ーその他のフ ァ シズム教育
第 9 章 二大陣営の対立と教育
第 1 節 社会主義諸国の教育改革
第 2 節 資本主義諸国の教育改革
付 参考書について
索引
両書の章構成を見て分かる通り 、 まず章の数が全6 章
(初版) から全8 章 (改訂版) に増えている。 各章の内
容を見てみると、 初版の第3 章 「ルネ ッサンス」 と第4 
章 「宗教改革」 の2 つの章が改訂版では第3 章 「絶対主
義国家の教育」 にまとめられている。 また、 初版の第7 
章 「現代社会」 が改訂版では第6 章 「帝国主義諸国の教
育政策と教育運動」、 第7 章 「社会主義政権の成立と教
育改革」、 第8 章 「ファシズムと教育」、 第9 章 「二大陣
営の対立と教育」 に大幅に拡張されている。
その他の内容に関しては、 参考書、 図版、 年表の扱い
方に違いが見られる。 参考書については、 初版では各章
末に参考書 (47点) が紹介されたう えで、 巻末にも全編
を通じての通史的な参考書 ( 7 点) が掲載されている。 
改訂版では巻末に参考書一覧が設けられ、 そのなかで通
史 ( 9点) と各章ごとの参考書(147点) が掲載されて
いる。 参考書の合計は、 初版54点に対して改訂版147点
と約3 倍となっており、 その充実ぶり が際立つ。
他方で、 図版と年表に関して言えば、 初版では図版が
18点で、37頁にわたる 「西洋近世教育史略年表」 が附録
と して掲載されている。 改訂版では図版、 年表と もにす
べて削除されている。
索引については、 初版、 改訂版と もに事項索引と人名
索引が設けられている。 項目数が初版 (事項341、 人名
199、 計540) から改訂版 (事項404、 人名166、計570) 
に増えているこ とは、 改訂版では第7 ~ 9 章を中心に内
容がより充実したこ と を示していると言えよう。 
V . (西洋) 教育史教育の実際
梅根自身が 『西洋教育史』 を大学の講義等で実際にど
う用いたかは、 今のと こ ろ不明である。 しかし、 彼が大
学で どのよう な教育史教育をおこ なっていたのか、 い く
つかの資料から推察可能である。 ここでは東京教育大学
での最初の講義と、 和光大学での教育の様子を確認して
おきたい。 
( 1 ) 初期の講義
1949 (昭和24) 年に束京教育大学の教授となった梅根
が最初に担当した授業の一つは、 学部1 年次生対象の専
門科目 「西洋教育史」 であった。 テーマは 「西洋近世教
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育史概説 (普通教育の発達を主題と して」。 梅根は講義
ノ ー ト一学期分程度はあらかじめ作成したう えで講義に
臨んだ''3。 学生には、 お茶の水女子大学前の田畑孔版屋
で作成しても ら った4 分冊から成るカリ版刷り の資料が
配付 さ れた''4。 受講生は1950 (昭和25) 年は18名であっ
た。
講義スタイルについては、1950 (昭和25) 年春に東京
教育大学に入学した志村鏡一郎によれば、 一期生から二
期生に以下のよう な伝達事項が申し送られたという。 
「教育学を専攻するつも り のものは、 たぶん、 『西
洋教育史』 を聴く のだけれど、 梅根さんの講義のと
きには、 教室の窓側の机の、 前から一列目、 二列目、
三列目ぐらいのと こ ろにだけは、 まず座らないほう
がいいぞ。 梅根さんは、 教室全体を見わたしながら
講義をしないし、 と言って、 テキス ト とかノ ート と
かだけ を見て講義するのでもな く 、 およそ、 窓側の
机の、 前列のあたり を見つめながら、 話してゆく の
だから。 も し、 その辺に座り でも したら、 たとえう
つむいて、 ノ ート をと ってばかり いると しても、 あ
の大きな目が、 こちらに据えらているのかと思って ・ ・ 
. . . . 0」'15 
当時、 この講義を受けていた岩崎次男は次のよう に述
懐している。 
「そのプリ ント が現在手もと に残っていますが、 そ
れから想像してみますと、 それまでほと んど (ある
いはまるっきり) 教育史の知識もないと こ ろに、 ラ
テ ン語やフラ ンス語や ドイ ツ語などの史料の引用が
豊富なテキス ト での先生の講義には、 どれだけの理
解をも っただろう か。 先生の講義は、 私たちが一応
教育史に関するごく一般的な認識をもっている、 あ
るいはも っているべきだとの前提の下に進めら れた
フシがあります。 高等師範で一応の教育史の知識を
得、 さ らに文理大で研究的に深めるといった手順が
教育大にも適用 されたのではなかろう か、 あるいは
専門に関するごく一般的な知識は自力で得ておく べ
きだと先生は考えられたのではなかろう か。 先生の
講義が、 こ れまで私たちの受けてきたそれより も一 
段と難解であり、 質的に全 く 異なっていたこ とは、
たしかです。 それでもかなり沢山の友人が聴講して
いま したので、 私は衆をたのんで安閑と聴講するこ
とができたよう です。」'6 
同じく受講生であった志村鏡一郎も、 岩崎と同様に梅
根の難解な授業について、 こう 述べている。
「しかし、 それ( カリ版刷り: 筆者) を手にして思
いだされてきますのは、 まったく 残念という より ほ
かないのですが、 梅根先生がしばしば紹介してく だ
さ った、 まだ中世の名残り をと どめた英文など(独
文 ・ ラ テ ン語はも ち ろんです) 、 わた し どもの語学
力ではとう てい歯のたつものでなく 、 率直のとこ ろ、
なにもかもチ ンプンカ ンプンだった、 という こ と で
す 0」'17 
こう した回想を読む限りでは、 学部1 年次生には相当
難解な内容の授業をおこなっていたよう である。 本講義
の内容は、 その後の教育大学講座の 『西洋教育史』
(1950 (昭和25) 所収論文 「西洋教育史概説一西洋近代
学校の成立史一」 や、 教職教養シリ ーズの 『西洋教育史』
に流れ込んでいった。 
( 2 ) 晩年の講義
梅根は1966 (昭和41) 年に和光大学学長に就任して以
降も、 「兼任教授と して授業をする権利と義務がある」
と して、3 つの授業を担当し続けた''8。
一つめは 「教育学」 という学部1 ・2 年次生用の講義
で、 教育史的な内容であったという。 テーマは、 中教審
答申や日教組教育制度検討委員会報告を読んだう えで、
レポート作成のための予備知識と して、 明治以来の日本
の教育制度、 教育内容の歴史について講述した。 レポー
g 課題は、 「次の三つのテーマのどれか一つを選び、 そ
の選んだテーマについて、 各自の居住地域の学校で、 ど
んなこ とが行なわれたか、 調査 して報告する。 もちろん
調査結果についての所見をそえ る。」 という もので、 選
択テーマは、 ①明治19年の森文相による学制改革はそれ
ぞれの地方、 学校で どのよう にう けとめられ、 実施され
たか、 ②大正デモクラ シー期の教育改革運動の、 それぞ
れの地域、 先進的な学校での実施、 ③戦後改革は、 地域、
学校で どのよう に行なわれたか、 であった。
レポート課題のねらいは、 「郷里の学校を訪問して資
料をさがし、 リ ポータ ーと して活動 した人たちをさがし
出して、 聞きとり をするなど、 足をつかい自分の眼と耳
でデータ をと り、 今まで出版さ れた本な どには書いてい
ない、 なまの事実をほり出すこ と」''9 であった。 受講生
は150名内外いたが、 梅根はレポート を一つ一つ読んで
批評をつけて返却した。
梅根が担当した2 つめの授業は、 学部2 年次生対象の
「教育史」 であった。 テーマは古代ギリ シャから現代ま
での教育思想で、 テキス ト には自分の著書ではなく 、 村
山貞雄他編 『原典教育学』 を用いた。 講義スタイルは、
テキス ト にある教育思想家の著書から 「いく つかをとり
上げて、 その人物についての解説、 テキス ト の講読、 若
干の質疑 ・ 討論といった風の、 原典講読的なやや平凡な
授業」 であったと梅根自身は述べている。 レポー ト課題
は、 「テキス ト に出て く る人物のう ち一人を選んで、 そ
の伝記、 思想、 著作、 日本で刊行された訳書、 研究書な
どをまとめ、 かつテキス ト に出ている著作の全文(邦訳
でよい) を熟読し、 それについて読後感を書く こ と」 で
あった。 受講生数は多い年で12、 3 名、 少ない年で7 、
8 名であったという'2°。
三つめは、 学部3 ・4 年次生対象の 「後期ゼミ」 であっ
た。 テーマはぺスタロ ツチ研究で、1972 (昭和47) 年は
『隠者の夕暮』、1973 (昭和48) は 『わが祖国の自由につ
いて』 を取り 上げた。 ゼミ のス タイ ルは毎年ぺス タロ ツ
チの作品のう ちどれか一つを選んで、 学生と輪読しなが
ら、 解説および議論をするという 「いわば平凡な、 旧式
のゼミ」 であった。 訳本中心で必要に応 じて原典にあた
るという方法であったという。 受講生は毎年3 ~ 4 名で、
教員や束京教育大学院生のゲスト参加もあった2'。
梅根はこ れら3 つの授業を構造的に捉え、 「私のつも
り では一貫したもので、 いわばピラ ミ ッ ド型、 富士山型
のつもり である」'22 と考えていた。 
. ( 西洋) 教育史教育の意義 ・ 目的についての考え
( 1 ) 教師が教育史を学ぶということ
教師を目指す者のために教育史のテキスト を執筆し、
大学の授業で教育史を講じていた梅根は、 教育史教育の
意義や目的を どのよう に考えていたのだろう か。
研究史研究の時期区分では第3 期にあたる1954 (昭和
29) 年に、 「教師と教育史(第一回)」 という文章を書い
ている。 そのなかで教師が 「問題史的立場(態度)」 か
ら教育史を学ぶことの重要性を力説している。
梅根によれば、 「過去の珍 しい事実を、 しかも忘れら
れ、 埋も れている事実を、 いろいろの史料によ って科学
的方法にもとずいてあらわにしてゆく 仕事」 が歴史学だ
とすれば、 それは 「単に物ずきの道楽にすぎず、 人々の
好奇心を満足させるだけの役割を果すにすぎない。」'23。
現実の教育に向き合う研究の一つには、 「発展史」 や
「発達史」 と呼ばれるものがある。 それは、 「ある問題、
ある事柄について、 それが今日ではかなり 理想に近いと
こ ろまで来ている、 しかもまだまだこ れからもそれを一 
層理想に近づけなければならない、 という よう な態度に
立って、 それが今日のよう なと こ ろまで来たいき さつ、
その間における人々の苦心と努力などを明らかにして、
先人の努力に感謝し、 そこから将来更にそれをう けつい
で発達させてゆこう とする意欲や情熱をふるい起こ させ
よ う と意図するものが多い。」24 しかし、 発達史的研究
には、 「その掲げる理想そのものが根本的に問題である
ばかり でなく 、 しばしば 『問題』 を逸し去って、 抽象的
な 『発達』 にのみ着目する危険がある。」25
それに対して梅根が求めるのは、 問題史的研究である。 
「現在の一 従って未来への眼をつけての一 問題意識に導
かれて、 過去の社会的事象の変化のあと を追求するよう
な歴史研究を、 われわれは広く 問題史的研究を呼ぶこ と
ができ るであろう 。 そしてすべて歴史という ものは、 こ
の意味での問題史であるべきだという こ と、 従って教育
史もまた当然そう だ、 という 主張に対しては、 大ていの
人が異論をさ しはさまないであろう 。」'26 問題史的研究
とは、 例えば、 日本の大学受験競争の激化による教育の
ゆがみという 問題があったとする。 その時に、 古 く 入学
試験の歴史的変化をたどり、 入学競争がはげし く なって
きた原因と事情を究明するこ と を通して、 今日の問題を
解決するためになすべきこ との見通しを得るよう な研究
である。 梅根は、 「教育史という ものはおよそこのよう
な問題史的態度にみちびかれて研究も し、 また読むべき
ものであると思う のである。」'27 と述べる。 「教育者が教
育の歴史を学ぶという こ とは、 このよう な問題史的立場
においてでなければならない。」'28 という のである。
第 4 期になると、 教師が教育史を学ぶこ との意義につ
いても、 問題史的立場がより鮮明に意識される。 そのこ
とを1959 (昭和34) 年の 『西洋教育史一民衆教育のあゆ
み一』 の 「はしがき」 に見て取ることができる。 梅根は、
教育史の学習が 「歴史上の偉大な教育思想家や教育者の
思想や行動に学び、 その教えを受けるという 程の意味で
大切」'29 (P.1) と さ れていた時代ではもはやな く なって
いるという 危機感をも って、 次のよう に述べている。 
「日本だけについて言えば、 今日わが国の教育界は
一つの大きな転機という か、 或は危機に立たされて
いる。 どんな教育を したらいいかという こ とについ
て教師は重大な決断を迫られているといってもいい。 
そう した時に教師の決断の重要な手がかり となるの
は、 世界の教育は歴史的にどう 動いてきたか、 どう
動こう と しているのか、 教育を動かしてきたものは
何であったか、 を見定める歴史認識である。 このよ
う な歴史認識に立って教師ははじめて、 自分の決断
とそれにも とづ く 教育実践を、 歴史の流れの中に正
し く 位置づけ、 確信ある意志決定と実践にふみ出す
こ とができ るであろう。」'3° 
このよう に教育史を学ぶこ とで、 教師が世界の教育の
動きを見定める歴史認識を獲得し、 その上で教師が確信
を持って意思決定と実践をおこなえるこ とが重要である
と梅根は考える。 そのう えで、 教育史のなかでもなぜ西
洋教育史かという問いに対しては、 「西洋教育史はわれ
われにと って外国の歴史であるけれども、 それは単なる
外国の歴史と してではなく 、 人類の教育史をいわば典型
的に示すものと して、 世界教育史の主要教材と しての意
味をもっている。 その意味で西洋教育史を学ぶことには、
大きな価値がみとめられなければならない」3' と述べる
渡 邊 隆 信
のである。 
梅根悟と教育史教育
Ⅶ. おわりに一今 『西洋教育史』 をど う用いるか一 
『西洋教育史』 の成立と改訂を概観して言えることは、
本書がすぐれて時代の産物だという こ とである。 本書の
初版が出版さ れてから70年以上の歳月がながれた現在、
西洋教育史研究の水準は格段に高まり、 新しい資料や視
点に基づく 膨大な研究成果が国内外で発表されている。 
そう したこ と を考えるならば、 今日われわれが本書を西
洋教育史のスタ ンダードな入門書と して学生に示すとい
う のは困難である。
では本書をどう用いるこ とができるだろう か。 筆者は
次の点、 すなわち、 本書が著者の個性を押し殺して教育
史の基礎知識を羅列したよう な教科書風の概説ではなく 、
梅根という強烈な人格が当時の教育状況や社会状況と対
峙するなかで自己の感情や主張を込めて書き上げた著作
であるという点にこそ、 本書を今日読み直す意義がある
と考える。 つまり 、 そう した本書の性格を踏まえ、 『西
洋教育史』 の成立と改訂を、 梅根の思想展開や戦後の教
育制度と社会状況との関わり において読み解く作業をと
おして、 教育の理論と実践の関係、 政治と教育の関係等
について考察するための題材 ・ 資料にするという こ とで
あ るo
本書に見ることのできる 「問題史と しての教育史」 と
いう 梅根の考えは、 その後、 教育史学会のシンポジウム
でも繰り返しその重要性が指摘されてきたよう に32、 今
日多 く の教育史研究者に受け継がれ広まっていると言え
よう。 梅根の生きた時代に比べ、 教育や社会の対立軸が
複雑化 ・ 多元化している現代、 問題史の基点となる 「問
題」 をどのよう に見いだしていく かも多様化しているこ
と を自覚しつつ、 現実の教育政策や教育実践に建設的に
関与していく ための教育 ・ 研究の基本姿勢と して、 この
「問題史と しての教育史」 という考え方は、 今日ますま
す求めら れているよ う に思われる。 
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